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1　施策の展開 基本目標１

施策１ こどもの夢･チャレンジの応援

　※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
　※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

1 「夢の教室」開催事業
市内小学校で実施（5年生1,437人）。野球、サッカー
など様々な競技のトップアスリートを「夢先生」として
招き実施した。

対象
児童数
（例年）

3 -
児童やその保護者からも肯定的
な意見が多い。

学校教育課

2
こども夢・チャレンジカップＵ
－１２（小牧市長杯）開催事
業

令和元年5月4日～5日にパークアリーナ小牧にて在
日海外クラブチーム等10チームが参加し12歳以下
のサッカー大会を開催した。

事業の
実施

（例年）
3 -

例年どおりの参加数であるが、当
初目的としていた海外クラブチー
ムの参加数は頭打ちとなってい
る。

実行委員会により令和元年度
開催で事業終了することが決
定された。

文化・スポー
ツ課

3 市内産業見学会開催事業
市内企業の協力のもと、3社の見学・調理体験、ま
た、消防署・市民病院で職業体験を行った。見学会
の参加者は計38名、職業体験の参加者は計30名。

参加者数
（例年）

3 -

毎年定員を超える応募があり、参
加者からは一定の需要がある。し
かし、新規受け入れ可能企業が
少なく、今後の見学について検討
が必要となっている。

こども政策課

4
夢にチャレンジ助成金支給事
業

1件（大学院生1名）に対して助成をした。助成額は
300,000円。

助成件数
（例年）

2 小

例年より応募件数が減少したた
め、今後も継続して支援していく
にあたり、周知方法など検討が必
要。

周知方法の検討が必要 こども政策課

5 児童館の英語事業

児童館で子どもたちが英語に親しむプログラムに参
加することにより、創造性、豊かな心、意思決定力な
ど将来の可能性を広げる力を自然に身につけられ
るきっかけづくりを行った。

事業の
実施

（例年）
3 -

例年通り、主に、未就学児・幼児・
小学生親子を対象に児童セン
ター及び全児童館（計8館）で開催
した。土日に開催日を設定するな
ど、利用者のニーズに沿った運営
を行い、利用者にも好評を得た。

多世代交流プ
ラザ準備室

6
大学生等海外留学奨学金支
給事業

なし
助成件数

（例年）
2 小

年々応募者が減少傾向にあった
中、昨年は応募者がなく、需要が
少ない。

県内大学や公共施設に依頼
し周知を行ったが応募がなく、
事業の見直しを検討する。

こども政策課

こども･子育て会議での意見

・新型コロナウイルス感染症の影響により、特に集合型や訪問型の事業について令和2年度は従来通りの事業実施は難しくなることが予想されるため、各事業の実施方法の見直し
等を検討願いたい。
・夢にチャレンジ助成金支給事業、大学生等海外留学奨学金支給事業にかかる周知方法について、若い人の情報収集ツールを理解し、有効的な方法を検討願いたい。

担当課
評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

課題・特記すべき事項等No 取り組み R1年度実績
質的分析

（R1意見・評判・需要）

地域の子育て･子育ちを支援します

1 



1　施策の展開 基本目標１

施策２ 子育て支援ネットワークづくり

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

1
利用者支援事業
（基本型）
（母子保健型）

子育て世代包括支援センターにて基本型と母子保
健型一体となって実施した。相談延べ件数791件

※基本型：144件
　母子保健型：647件

相談件数
（見込）

4 -

相談内容に応じて保健師、助産
師、保育士等の専門職が対応す
ることにより、必要な情報提供、
相談支援を実施した。

子育て世
代包括支
援センター

2 子育て支援ネットワークづくり

子育て世代包括支援センターの支援員や、家庭児
童相談員による関係機関訪問を行った。市内のみ
ならず近隣市町村の保育施設を訪問し、ネットワー
クづくりに努めた。
＜市内＞認可外保育園・小規模保育園・私立幼稚
園・企業主導型保育園計29園中23園訪問。
＜市外＞私立幼稚園1園訪問。

子育て世代包括支援センターの支援員、家庭児童
相談員、母子保健担当職員、保健センターの保健
師で月に1回、情報共有のための会議を開催した。

子育て世代包括支援センターの支援員が、市内児
童館を訪問し、ネットワークづくりに努めた。
＜訪問回数＞
児童館：21回
病児保育施設：2回
児童発達支援デイサービス：3回
私立幼稚園：5回
認可外保育施設：1回
小規模認可外保育施設：2回

取組の
実施

（例年）
3 -

関係機関への訪問を継続し、円
滑な連携が図られるよう努める。

子育て世
代包括支
援センター

こども･子育て会議での意見

地域の子育て･子育ちを支援します

評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

課題・特記すべき事項等No 取り組み R1年度実績
質的分析

（R1意見・評判・需要）
担当課
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1　施策の展開 基本目標１

施策３ 地域での交流の場の確保

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

1 地域子育て支援拠点事業

親子の孤立化を防ぎ、地域との関わり合いの中で
不安感を緩和しながら子育てができるよう、子育て
世代包括支援センター及び各児童館の子育て支援
室において、親子が気軽に集い、交流できる場・機
会を提供した。
利用者数：143,416人
（内訳）
子育て世代包括支援センター：40,723人
小牧児童館：17,778人
大城児童館：13,317人
味岡児童館：21,131人
西部児童館：11,358人
北里児童館：8,759人
小牧南児童館：24,179人
篠岡児童館：6,171人

利用者数
（見込）

3 －

地域子育て支援拠点事業の一般
型として子育て世代包括支援セン
ター内子育て支援室（旧中央子育
て支援センター）、連携型として篠
岡、北里、味岡、大城、小牧、小
牧南、西部児童館の7か所で子育
て支援室を実施した。また、地域
の会館に出向き、移動子育て支
援も実施した。

多世代交流
プラザ準備
室
子育て世代
包括支援セ
ンター

2 児童館事業

地域住民の交流の拠点とし、地域の大人が子ども
を見守る仕組みをつくるため、児童館で行う各種イ
ベント及び講座の充実を図った。児童センターにつ
いては、当市の中央児童館としての機能の充実を
図るため、（仮称）こども未来館として整備工事に着
手した。

事業の
実施

（例年）
3 －

中核機関である児童センターを除
く7児童館全てが、指定管理者に
よる運営をしている。祭りやコン
サートなど地域の方や学校と協
力して行うイベントや講座を開催
し、地域に根ざした児童館運営を
行った。

多世代交流
プラザ準備
室

3 母親クラブの育成
児童館等を拠点として、子どもが地域で健全に育つ
ためのボランティア活動を実施している母親クラブ
の育成・支援を行った。

クラブ員
数

（例年）
3 －

各児童館で活動する母親クラブ
に対し、子育てに関する知識の習
得や仲間作りなどの手助けをし
た。
クラブ員数：29年度682名、30年
度638名、R1年度585名

多世代交流
プラザ準備
室

4 子ども会活動の支援
子ども会活動を活性化するため、小牧市子ども会連
絡協議会に加入する地域の子ども会へ補助金を交
付し、活動を支援した。

取組の
実施

（例年）
3 －

市子連と児童館の協賛によるこま
キッズフェスタ2019を開催し、子ど
もに遊びを提供することにより健
全育成を促した。市子連への単
位子ども会の加入数：29年度37、
30年度36、R1年度35

多世代交流
プラザ準備
室

地域の子育て･子育ちを支援します

担当課No 取り組み R1年度実績
質的分析

（R1意見・評判・需要）
課題・特記すべき事項等

評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況
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1　施策の展開 基本目標１

施策３ 地域での交流の場の確保

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

5
地域こども子育て条例の制
定

本条例は平成27年度に条例検討委員会を中心に
検討を重ね、平成28年度より施行された。市ホーム
ページ等を中心に引き続き本条例の広報・啓発を
行った。

取組の
実施

（例年）
3 - 特になし。

こども政策
課

6 赤ちゃんの駅事業
公共施設27施設、民間施設25施設で提供を行って
いる。

対象
施設数
（例年）

3 -

令和元年度中は登録施設の増減
はなかったが、既存施設において
は適宜利用されている。今後は登
録施設が増えるようホームページ
等も活用し、引き続き広報に努め
ていく。

こども政策
課

（保育園・第一幼稚園）
世代間交流事業、保育園卒園児との交流などの事
業を各保育園、第一幼稚園で実施した。
主な活動は、七夕会、運動会、敬老会、クリスマス
会など。
開催回数：77 回

開催回数
（例年）

3 -
例年通りの実施状況であり、各園
の年間行事として定着している。

（私立幼稚園、認定こども園）
世代間交流事業、地域交流事業等を私立幼稚園、
認定こども園9園で実施した。主な活動としては、夏
まつり、七夕まつり、運動会、クリスマス会、高齢者
との交流会、高齢者施設訪問、中学生・高校生体験
など。
開催回数：57回

開催回数
（例年）

3 -
例年通りの実施状況であり、各園
の年間行事として定着している。

担当課

7 地域活動事業
幼児教育・
保育課

地域の子育て･子育ちを支援します

No 取り組み R1年度実績
評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

質的分析
（R1意見・評判・需要）

課題・特記すべき事項等
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1　施策の展開 基本目標１

施策３ 地域での交流の場の確保

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

（保育園・第一幼稚園）
月に2回、保育園、第一幼稚園の園庭を地域の未就
園児の遊び場として開放し、同時に育児相談等を実
施し、育児支援を行った。
園庭開放参加者数：2,236人（親・子）

参加者数
（例年）

3 -
今後も引き続き、計画どおり実施
する。

園庭開放の場で、育児相談等
がしやすい雰囲気づくり、仕組
みづくりを検討していく。

（私立幼稚園、認定こども園）
私立幼稚園、認定こども園10園で、地域の未就園児
親子に、遊び場及び交流の場として園を開放し、同
時に育児相談等を実施して子育て支援を行った。
園庭開放参加者数：3,902人（親・子）

参加者数
（例年）

3 -
今後も引き続き、計画どおり実施
する。

園庭開放の場で、育児相談等
がしやすい雰囲気づくり、仕組
みづくりを検討していく。

地域の子育て･子育ちを支援します

No 取り組み R1年度実績
評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

質的分析
（R1意見・評判・需要）

課題・特記すべき事項等

こども･子育て会議での意見

担当課

8 園庭開放
幼児教育・
保育課

5



1　施策の展開 基本目標１

施策４ 青少年健全育成

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

1 少年センター事業

電話、Eメール、カウンセラーとの面談等、青少年に
関する相談活動を行った。（R1年度実績：221件）
また、少年センター補導員、PTA、学校等が協力し
てパトロールを行い、青少年の非行防止を図った。
（R1年度街頭補導巡回数：467回、補導従事者数：
1,221人）

相談件数
巡回数
（例年）

3 -

少年センターへの電話相談・カウ
ンセラーによる相談件数は年々
増加しており、今後も引き続き実
施する。
街頭補導回数は減少したもの
の、声かけの回数は昨年と同程
度であり、一定の抑止効果は見
込まれるため、引き続き非行防止
に努める。

こども政策
課

2
各中学校区青少年健全育成
会活動の活性化

小・中学校との地域のふれあい活動や地域活動へ
の小・中学生の参加を推奨した。また、5月と10月に
「笑顔でさきがけあいさつ運動」を推進し、安全安心
な街づくりに寄与した。

取組の
実施

（例年）
3 -

「少年の生活意識と行動」の実態
調査によると、声をかけてくれる
人がいると感じている子どもの割
合は横ばいである。
地域全体での子どもの見守りを
推進するため、引き続きあいさつ
運動を実施していきたい。

こども政策
課

3
幼児期家庭教育学級・家庭
教育推進事業

市内小中学校25校、幼稚園・保育園・こども園の25
学級が事業を行った。

実施件数
（例年）

3 -

保護者会や父母学級が活動を企
画・開催し、家庭教育について学
習することで、家庭での子どもの
教育・成長に役立っている。

令和2年度より学校教育課へ
事務移管

文化・ス
ポーツ課

4
児童委員・主任児童委員活
動の充実

小牧市地区民児協の全員協議会において、児童虐
待に関する研修を実施したり、子どもの貧困につい
て考えるシンポジウムに参加していただいた。また、
市の各種サービスに対して情報提供を行い、活動
の充実に向けた働きかけを行った。

取組の
実施

（例年）
3 －

長期休み中で公的機関による見
守りができない家庭に対して、児
童委員に見守りを依頼したり、児
童委員から心配な家庭について
の情報提供をいただいたりし、相
互に連携を図った。

子育て世代
包括支援セ
ンター、福
祉総務課

こども･子育て会議での意見

・新型コロナウイルス感染症拡大による休校期間中のゲーム依存に関する対応策について情報提供願いたい。

地域の子育て･子育ちを支援します

評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

課題・特記すべき事項等No 取り組み R1年度実績
質的分析

（R1意見・評判・需要）
担当課
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1　施策の展開 基本目標１

施策５ 子ども同士や地域の大人との交流

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

1 地域３あい事業
市内63区が事業を行い、全活動数624件の内、476
件の活動に24,321人の子どもが参加した。

活動件数
（例年）

3 -

ふれあい活動や学び合いを通し
て、地域住民のつながりや交流を
深めることができた。一方で、地
域によっては、少子化に伴い、子
どもの参加が見込めないなど、事
業の企画・運営が困難であるとの
声もあった。

文化・ス
ポーツ課

2
学校地域コーディネーター派
遣事業

16小学校に26名、9中学校に15名のコーディネー
ターを配置し、学校支援ボランティアの活動支援、児
童・生徒の地域活動への参加を促進した。

コーディ
ネーター数

（例年）
3 -

例年と同程度の人数を派遣し、地
域活動を支援した。

学校によっては、同じ方が長
期にわたり活動をされており、
後継者不足が課題となってい
る。

こども政策
課

こども･子育て会議での意見

地域の子育て･子育ちを支援します

評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

課題・特記すべき事項等No 取り組み R1年度実績
質的分析

（R1意見・評判・需要）
担当課
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1　施策の展開 基本目標１

施策６ 体験活動事業の充実

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

1 子どもの体験活動の推進

こども自然体験活動
わくわく魚とり（500人）、もち米づくりにチャレンジ！
（50人）、身近な自然観察（24家族）、Jrセミナー兒の
森里山体験（26人）
学校外活動（ジュニアセミナー）
実績：合計28講座　497人

参加者数
（例年）

3 -
各種イベント・講座は参加申し込
みが定員を上回り抽選となるなど
概ね好評である。

こども政策
課

2 放課後子ども教室

市内15小学校で年間340回実施し、登録児童数は
619人であった。
読み聞かせ、工作、集団遊び、学習など様々な活動
が行われた。

実施回数
（例年）

3 -
参加児童や保護者からは概ね好
評であり、多数申し込みがあるた
め抽選となる教室もある。

令和2年度から新学習指導要
領の実施に伴い、授業時間が
増え、 一部の学校では対象
学年を狭めることとなった。
また、教室によっては指導員
不足となっているところもあ
る。

こども政策
課

3 放課後子ども総合プラン

放課後子ども教室には児童クラブに通っている児童
も申し込みをすれば参加することができる。児童クラ
ブと放課後子ども教室が合同で、本の読み聞かせ
を行っている学校もある。
放課後子ども総合プラン導入検討委員会を立ち上
げ、先行事例の施設視察、課題等を洗い出し、令和
3年度のモデル地区の選定を行った。

取組の
実施

（例年）
3 -

合同の活動は一部で実施されて
いるが、今後の放課後子ども総
合プランの実現のためには、課題
の整理と対策が必要である。

令和3年度のモデル地区での
実施に向けて、実施内容の検
討を引き続き行う。

こども政策
課

こども･子育て会議での意見

地域の子育て･子育ちを支援します

評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

課題・特記すべき事項等No 取り組み R1年度実績
質的分析

（R1意見・評判・需要）
担当課
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1　施策の展開 基本目標２

施策１ 子育てと仕事の両立支援の充実

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

1
子育て援助活動支援事業
（ファミリー・サポート・セン
ター事業）

児童クラブや保育施設の預かり時間の延長措置に
より、活動件数が減少していると考えられる。
30年度利用件数：583件
元年度利用件数：384件

利用件数
（見込）

2 小

利用件数及び会員登録数は減少
傾向にあるが、周りから支援が得
られない家庭には、重要な事業と
なっている。

援助会員を増やすために、引
き続き広報活動に取り組み、
既存会員で実質活動を休止さ
れている人にアプローチを
行っていく。

子育て世代
包括支援セ
ンター

（私立保育園６園）
各保育園において、一時的に保育が必要となった
子どもの保育を実施した。
延べ利用者数：4,680件

利用件数
（見込）

3 -
実施園が１園追加され、昨年度よ
り利用者が増加した。

（私立幼稚園、認定こども園）
≪幼稚園型一時預かり事業≫
令和元年度は実績なし

≪私学助成≫
私学助成を受けて預かり保育を実施した私立幼稚
園8園と私学助成を受けて預かり保育を実施した幼
保連携型認定こども園2園の実績合計
延べ利用者数：45,482人

利用件数
（見込）

4 大
需要の増大に応えて、受け入れ
を拡大している。

第一幼稚園では令和２年４月
から預かり保育を実施

3
子育て短期支援事業（ショー
トステイ）

実績なし
利用件数
（見込）

2 小
ショートステイ利用の相談はある
が、施設の空きがなく、児童相談
センターの一時保護等を勧めた。

子育て世代
包括支援セ
ンター

こども･子育て会議での意見

・一時預かり事業について、過去5年間で実績が約1.5倍になっており、高評価できる。
・一時預かり事業にかかる新2号該当の対象者数について、把握しておく必要がある。
・一時預かり事業にかかる環境整備について、私立幼稚園のニーズ調査も含めて、どの程度の整備が必要なのか数字として把握できるようにしていただきたい。
・子育て短期支援事業（ショートステイ）について、施設の空きがないことを要因として、利用実績なしとなっているため、施設の確保等、相談者の信頼に応えられるような取組みに
ついて検討願いたい。

担当課

2 一時預かり事業
幼児教育・
保育課

子育て家庭を支援します

No 取り組み R1年度実績
評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

質的分析
（R1意見・評判・需要）

課題・特記すべき事項等
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1　施策の展開 基本目標２

施策１ 子育てと仕事の両立支援の充実

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

4
放課後児童健全育成事業
（放課後児童クラブ）

登録児童数は増加したが、利用児童数は昨年度よ
り減少している。
R1年度利用者数（延べ）：230,653人

利用者数
（見込）

3 -

登録児童数の増減がそれぞれの
児童クラブにより偏りがある。需
要が大きいクラブを中心に施設
の狭隘化に対応していく必要が
ある。また慢性的な支援員の人
手不足のため、支援員の確保も
必要である。

老朽化した建物、支援員の処
遇改善、障がい児童の受け
入れ態勢、児童クラブ以外の
子どもの受入施設がない等、
課題は山積だが、今後処遇
改善による支援員不足解消
や設備の確保などに随時取り
組んでいく。
併せて、受益者負担の考え方
に基づき、保護者負担金の見
直しにも取り組んでいく。

こども政策
課

5 病児保育事業

（病児対応型）
市内2つの診療所に併設された施設において、病気
中、または病気の回復期にある児童の保育を実施
した。
延べ利用者数：　774人

（体調不良児対応型）
私立保育園4園において、保育中に体調不良となっ
た児童であって、保護者が迎えに来るまでの間、緊
急的な対応を必要とする児童の保育を実施した。
延べ利用者数：　1,077人

利用者数
（見込）

3 - 今後も継続して実施していく。
幼児教育・
保育課

担当課

子育て家庭を支援します

No 取り組み R1年度実績
評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

質的分析
（R1意見・評判・需要）

課題・特記すべき事項等
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1　施策の展開 基本目標２

施策１ 子育てと仕事の両立支援の充実

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

6
男性の家事・育児・介護への
参加に関する事業

男女共同参画について学習し、男女共同参画意識
の向上を図るための講座を開催した。
男女共同参画講座　男性受講者延147名
（31講座中24講座で男性の受講が可能）
男女共同参画普及員研修会　男性受講者26名
　
男性支援講座　5講座
男性の家事への参画を促すために、料理をはじ
め、衣服の手入れや、親子で取り組む講座を開催
した。
・父と子でチャレンジ☆料理＆おたのしみ講座①
全2回8人受講
・父と子でチャレンジ☆料理＆おたのしみ講座②
全2回8人受講
・男を磨く！ファッション＆コミュニケーション講座
（秋・冬編） 　9人受講
・男を磨く！ファッション＆コミュニケーション講座
（春・夏編）　11人受講
　・簡単！時短！な料理に挑戦☆気軽に男性クッキ
ング　全5回12人受講

開催
講座数
（例年）

3 －

男性の意識改革を促すために
は、継続的な取組みが必要と考
えるため、今後も男性向けの家
事や育児の講座を実施していく。

男性受講者を増やすため、今
後多世代交流プラザへ来館
する子育て世代の男性に対し
て、周知活動を行っていく。

まなび創造
館

7
ワーク・ライフ・バランスの普
及・啓発

◆ワーク・ライフ・バランス啓発冊子・リーフレットを
商工振興課窓口にて配布した。
◆ワーク・ライフ・バランス推進キャンペーンのポス
ター掲示により周知に努めた。
◆小牧市HPにてワーク・ライフ・バランスに関する
情報を紹介し、周知に努めた。
◆ファミリーフレンドリー企業の登録制度に関する
周知活動（市HP掲載）を継続して行った。

取組の
実施

（例年）
3 -

H28、29に愛知県と小牧市共催で
行われていた「イクボスセミナー」
は、H30から管内を移動していく
方針に変更し、H30、R1は他市で
の開催となった。しかし、今後も
開催希望は出していき、各冊子
配布と併せて、職場の環境改善
に向けた啓発に努めていく。

商工振興課

8 事業所内保育所の設置促進

令和元年度に西之島地内の小牧ようてい記念病院
内で従業員用向けの認可外保育施設が開園した。
設置者：医療法人　羊蹄会
開所日：平成31年4月1日　　定　員：19名

該当
事業所数
（例年）

3 -
認可外保育施設等とも可能な限
り情報共有を図るよう努めてい
く。

幼児教育・
保育課

担当課
評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

こども･子育て会議での意見

・病児保育事業の病児対応型について、受入可能な施設の配置エリアの将来的な見直し等を検討願いたい。
・病児保育事業の体調不良児対応型について、保育園と市の情報共有により、流行の感染症等の把握を願いたい。

子育て家庭を支援します

No 取り組み R1年度実績
質的分析

（R1意見・評判・需要）
課題・特記すべき事項等
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1　施策の展開 基本目標２

施策２ 経済的支援策の充実

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

1 子ども医療費の助成
中学校卒業までの子どもを対象に入院、通院共に
保険診療の自己負担分の助成。
対象人数20,173人

子育て世代の経済的負担の
軽減を図り、保険の向上に寄
与することなどを目的にR2年4
月診療分から入院分の保険
診療の自己負担分の助成を
高校生卒業まで拡大。

保険医療課

2 第3子保育料の無料化

第3子以降の保育料無料を実施した。
対象者数：　587人
※保育料無償化の対象者については、保育料無償
化実施前の4月～9月分

幼児教育・
保育課

3 就園奨励費助成事業

子どもを私立幼稚園に通園させている家庭の負担
を軽減した。
対象者数：　1,484人
【第3番目以降の児童（市単独補助）】
対象者数：　250人
保育料無償化実施前の4月～9月分

幼児教育・
保育課

4 児童手当の支給
6・10・2月の年3回の児童手当支給を遅延なく実施し
た。
対象となる児童の数：19,270人

こども政策
課

5
私立高等学校、専修学校授
業料補助

私立高等学校、専修学校に通学されている家庭の
保護者の負担を軽減するため、国・県の上乗せ助
成として、所得の状況・区分に応じて授業料の一部
を助成した。（548人、16,916,838円）
令和元年度から、公・私格差を是正するため、それ
ぞれの補助区分の上限額を2万円ずつ引き上げし
た。

対象
生徒数
(例年)

4 大
補助対象者数は、ほぼ例年どお
りであったが、上限額を引き上げ
た結果、補助総額が増加した。

令和2年度から、国・県の助成
額が引き上げられるため、市
の要綱改正を行い、補助額を
検討する必要がある。

学校教育課

担当課

子育て家庭を支援します

課題・特記すべき事項等No 取り組み R1年度実績
質的分析

（R1意見・評判・需要）

評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況
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1　施策の展開 基本目標２

施策２ 経済的支援策の充実

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

6
実費徴収に係る補足給付事
業

生活保護法の扶助を受けている世帯の保護者の負
担を軽減した。
特定教育・保育施設の利用者対象
対象児童数：　24人

新制度未移行の幼稚園対象
対象児童数：1,666人

令和元年10月からスタートし
た幼児教育・保育の無償化制
度により、未移行の幼稚園の
利用者に対する副食費の助
成が追加となった。

幼児教育・
保育課

担当課

こども･子育て会議での意見

・私立高等学校、専修学校授業料補助に関連して、大学生についても経済的な困窮が深刻になっている人がおり、大学生の補助や援助についても検討願いたい。

子育て家庭を支援します

No 取り組み R1年度実績
評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

質的分析
（R1意見・評判・需要）

課題・特記すべき事項等
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1　施策の展開 基本目標２

施策３ ひとり親家庭の自立支援の推進

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

1 ひとり親家庭への情報提供

ホームページの活用、現況届提出書類の送付時に
パンフレットを同封するなど、周知を行った。ホーム
ページにおいては、ひとり親家庭総合サイトを随時
更新し、より分かりやすい情報提供に努めた。

取組の
実施

（例年）
3 -

引き続き、分かりやすい情報提供
に努めていく。

こども政策
課
子育て世代
包括支援セ
ンター

2
女性のための就労支援講座
事業

〇ひとり親家庭の自立支援や、出産や育児を期に
離職した女性に対する再就職支援のための就労支
援講座を3講座開催した。
・今からはじめよう♪親が変われば、子が変わる～
親・子の片づけインストラクターになるために～
全3回　21人受講
・ママたちの井戸端会議In小牧市　ワークショップ
9人受講
・ママたちの井戸端会議In小牧市　勉強会
9人受講
〇再就職を考えている子育て中の女性を対象に、
「あいち子育て女性就職サポートセンター（ママ・ジョ
ブ・あいち）による出張相談を実施した。
全4回　相談件数13件

講座
開催回数
（例年）

3 -

受講者数やアンケート結果により
例年開催の講座の必要性を検討
し、ニーズにあわせた講座開催計
画をたてることとする。

多くの方に受講していていた
だけるよう、子育て世代包括
支援センターと連携を図りな
がら周知していく。またホーム
ページの申込フォームやメー
ルでも講座申込が可能である
旨周知していく。

まなび創造
館

3 ひとり親家庭への就業支援

国の制度に準じ、実施した。
＜30年度実績＞
・自立支援教育訓練給付金：4人
・高等職業訓練促進費：5人
・ひとり親家庭等入学支援金：51人
　　　　　　　　　　　(対象児童は51人）
・ひとり親家庭高等学校卒業程度認定試験合格支
援金：1人
＜R1年度実績＞
・自立支援教育訓練給付金：5人
・高等職業訓練促進費：7人
・ひとり親家庭等入学支援金：52人
　　　　　　　　　　　（対象児童は52人）
・ひとり親家庭高等学校卒業程度認定
　試験合格支援金：1人

対象者数
（例年）

3 －
ひとり親家庭への就業支援を行
い、経済的な自立を促進した。

　

こども政策
課
子育て世代
包括支援セ
ンター

担当課

子育て家庭を支援します

No 取り組み R1年度実績
評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

質的分析
（R1意見・評判・需要）

課題・特記すべき事項等
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1　施策の展開 基本目標２

施策３ ひとり親家庭の自立支援の推進

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

4 県・市遺児手当の支給
県･市の制度に伴い、実施した。遺児手当支給を遅
滞なく行い、ひとり親家庭の負担軽減に努めた。
31年度実績（児童数延べ）：20,046人

令和元年11月より児童扶養手
当の制度移行を踏まえ、奇数
月・2か月毎の支給へと変更し
た。

こども政策
課

5 児童扶養手当の支給
国の制度に従い、実施した。
R1年度実績（児童数延べ）：24,518人

H30年度と比較して実績値が
増加しているが、これは国の
制度移行によって令和元年11
月より奇数月・2か月毎の支給
となり、H31年度分として算出
する支給回数が増えたことに
よる。

こども政策
課

6
母子家庭等日常生活支援事
業

広報等により制度の周知を図り、より多くのひとり親
世帯が、有効に活用できるようにした。
30年度実績：ヘルパー派遣3世帯、延べ派遣時間
101.5時間
R1年度実績：ヘルパー派遣3世帯、延べ派遣時間46

ヘルパー
派遣件数
（例年）

3 －
ひとり親家庭にヘルパーを派遣
し、生活の安定を図った。

子育て世代
包括支援セ
ンター

7 母子・父子相談

必要とする方に母子・父子相談の存在を知ってもら
えるよう、広報等により周知を図った。
30年度実績：1,035件(母子相談)
                  　 124件(父子相談)
R1年度実績：902件（母子相談）
　　　　　　　　146件（父子相談）

相談件数
（例年）

3 －
研修を通じ職員の資質向上を
図った。

子育て世代
包括支援セ
ンター

こども･子育て会議での意見

子育て家庭を支援します

担当課No 取り組み R1年度実績
質的分析

（R1意見・評判・需要）
課題・特記すべき事項等

評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

15



1　施策の展開 基本目標２

施策４ 児童虐待防止対策の充実

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

1 家庭児童相談

家庭児童相談件数
＜30年度＞
412件（延べ件数）
141件（実件数）
＜R1年度＞
467件（延べ件数）
120件（実件数）

相談件数
（例年）

3 －

愛知県家庭児童相談員連絡協議
会の研修会に参加し、質の向上
に努めた。また、関係機関との
ネットワーク会議にも多数参加す
るなど、適切な関係機関に繋ぐこ
とも含め、相談者の問題解決に
努めた。

子育て世代
包括支援セ
ンター

2
児童虐待防止のための早期
発見・早期対応

要保護児童対策地域協議会の関係機関（こども政
策課、保健センター、児童相談センター、学校教育
課、福祉総務課、警察等）が持っている情報を共有
し、連携を図り対応した。
R1年度要保護児童対策地域協議会実務者会議に
おけるケース件数：397件（実件数・30年度は414
件）、内30年度との重複件数205件。R1年度措置入
所者数48人、一時保護79人。

取組の
実施

（例年）
3 －

小中学校、幼稚園などにマニュア
ルを配布し、児童虐待の疑いが
あれば、こども政策課へ連絡して
もらうよう周知した。

子育て世代
包括支援セ
ンター

3
要保護家族のフォローケア事
業

要保護児童対策地域協議会実務者会議を中心に
関係機関の連携を図り、被虐待児童等のフォローケ
アに努めた。毎月1回要保護児童対策地域協議会
実務者会議を開催し、虐待を受けた子ども・虐待し
た親・保護者のフォローケアに努めた。

取組の
実施

（例年）
3 －

実務者会の他にも必要に応じて、
個別のケース会議を開催し、各機
関の役割分担を決めフォローケア
に努めた。

子育て世代
包括支援セ
ンター

こども･子育て会議での意見

・児童虐待防止のための早期発見・早期対応について、外国籍の方については、言葉の壁や生活習慣、文化の差も考慮して対応願いたい。

子育て家庭を支援します

評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

課題・特記すべき事項等No 取り組み R1年度実績
質的分析

（R1意見・評判・需要）
担当課

16



1　施策の展開 基本目標２

施策５ 障がい児施策の充実等

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

1 居宅介護事業 年間の利用者　実数17人
利用者数
（例年）

3 - 特になし。
障がい福祉
課

2 発達に合わせた療育事業 年間の利用者　実数130名
利用者数
（例年）

3 -
年2回実施しているアンケートで
は高い満足度を示している。

障がい福祉
課

3
特別な支援を必要とする子
どもへの支援

こどもこころの相談員による相談：198回
（有識者190回、医師8回）
特別支援教育相談員の配置
指導主事による相談
関係特別支援学校による相談

相談回数
（例年）

3 -

特別支援教育に関する相談につ
いて、早期の相談による就学支
援及び医師、有識者による学校
現場への派遣により適切な特別
支援教育への支援を行った。

特別な支援を要する児童生徒
が増加傾向にあるため、安全
な学校生活が送れるよう支援
体制を充実させる必要があ
る。

学校教育課

（保育園・認定こども園(保育認定部分）・第一幼稚
園）
必要な園に障がい児加配を配置して、障がい児の
特性に対応した保育を実施した。
対象園児：67人

（児童クラブ）
児童クラブ及び保護者の同意のもと、受入を実施。
対象児童　50人（長期休業のみ利用者含む）

受入数
（例年）

3 -

（保育園・認定こども園(保育認定
部分）・第一幼稚園）
各園で需要に応じた人員を配置
して実施している。

（児童クラブ）
本年度から専門的な見識を持つ
指導員の方に巡回を依頼し、2つ
の児童クラブにてアドバイスをい
ただき、適切な配慮や指導を心掛
けた。また医療機関に発達障が
いと診断されていないが似た様子
の児童もおり、今後も需要の増加
が見込まれる。

（保育園・認定こども園(保育
認定部分）・第一幼稚園）
保育士の確保が大きな課題。

（児童クラブ）
研修を行っているが、先天性
疾患やペースメーカーの使用
など、様々な障がい児に対す
る専門的な知識や経験を持っ
た支援員の不足が課題。
今後、処遇改善による支援員
不足解消、研修による障がい
対応可能支援員の増員、医療
知識を持つ支援員の採用など
が必要。

（私立幼稚園・認定こども園（教育時間認定部分））
私立幼稚園７園、認定こども園２園で人員を配置し、
特別支援教育を実施した。
対象園児：60人

受入数
（例年）

3 ―
各園で需要に応じた人員を配置
して実施している。

幼稚園教諭・保育教諭の確保
が大きな課題。

5 障害児通所支援 年間の利用者　実数557人
利用者数
（例年）

4 - 利用者数は年々増加している。
障がい福祉
課

6
障害児福祉手当・特別児童
扶養手当の支給

障害児福祉手当　101人(3月末現在)
特別児童扶養手当　334人(3月末現在)

障がい福祉
課

こども･子育て会議での意見

4
幼稚園・保育園・認定こども
園・児童クラブにおける障が
い児の受入れ推進

子育て家庭を支援します

幼児教育・保
育課
こども政策課

No 取り組み R1年度実績
質的分析

（R1意見・評判・需要）
課題・特記すべき事項等 担当課

評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況
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1　施策の展開 基本目標３

施策１ 産後休暇及び育児休業後における教育･保育の円滑な利用

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

1
子育て支援事業の情報提供
及び利用支援

マイナンバーカードを用いて、自宅にいながらイン
ターネット上で現況届や保育施設の利用申請書の
提出ができる子育てワンストップサービスを導入済

ホームページや、子育て支援ガイドブックの配布
等、子育て支援事業の周知に向けた有効活用を
図った。また、子育て世代包括支援センター開設に
併せ、子育てアプリをリリースし、スマートフォンから
でも簡単に情報が得られるようにした。

取組の
実施

（例年）
3 -

こども政策
課
幼児教育・
保育課

2
各種健康診査や事業等を通
じた情報提供

親子（母子）健康手帳交付時、各種事業・教室の開
催時において、教育・保育施設等の利用に関する情
報提供を行った。（妊娠届出者数1,079人）

保健センターで行う乳幼児健康診査では、子育て世
代包括支援センターや児童館に関する情報や保育
園の園庭解放についての情報を提供している。
（4か月児健診受診者数962人、1歳6か月児健診受
診者数1,063人、3歳児健診1,101人）

取組の
実施

（例年）
3 -

平成30年9月に子育て世代包
括支援事業を開設し、母子保
健型と基本型が一体となって
利用者支援事業を実施。親子
健康手帳交付時、各種事業教
室の開催時において、教育・
保育施設等の利用に関する
情報提供を行っている。

子育て世代
包括支援セ
ンター
幼児教育・
保育課
保健セン
ター

こども･子育て会議での意見

保育サービス・幼児教育を充実します

評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

課題・特記すべき事項等No 取り組み R1年度実績
質的分析

（R1意見・評判・需要）
担当課
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1　施策の展開 基本目標３

施策２ 安全･安心な保育環境の整備

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

1 保育園の整備

H31.4月にじょうぶし保育園が開園した。
（受入枠160名分拡大）
H31.4月に外山幼稚園がとやまこども園（幼保連携
型認定こども園）へ移行した。
（受入枠90名分拡大）
R1.5月に小規模保育園こすもが開園した。
（受入枠19名分拡大）

整備の
実施

（例年）
3 -

今後は第2期小牧市子ども・子育
て支援事業計画に基づき、保育
園の適正配置について検討して
いく。

幼児教育・
保育課

こども･子育て会議での意見

・保育園等の児童施設の保全計画や補修計画について、情報提供願いたい。

保育サービス・幼児教育を充実します

評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

課題・特記すべき事項等No 取り組み R1年度実績
質的分析

（R1意見・評判・需要）
担当課
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1　施策の展開 基本目標３

施策３ 多様な教育･保育ニーズに応える支援の推進

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

1 保育サービスの充実

一時保育、延長保育、休日保育などの保育サービ
スを実施した。
一時保育延べ利用者数：4,680人
延長保育実利用者数　：257人
休日保育延べ利用者数：215人

利用者数
（見込）
（例年）

3 － 継続して実施していく。
幼児教育・保
育課

（保育園・小規模保育事業所・第一幼稚園）
保育士全体研修、年齢別研修などを実施し、保育
の質の向上に努めた。
研修実施回数：　54回

取組の
実施

（例年）
3 － 継続して実施していく。

（私立幼稚園）
小牧市教育委員会、愛知県、（公財）全日本私立幼
稚園幼児教育研究機構、（公社）愛知県私立幼稚
園連盟等が主催する各種研修会に積極的に参加し
た。

取組の
実施

（例年）
3 －

私立幼稚園では各園の教育方針
や、特色ある教育に応じた各種
研修にも参加しており、全体の参
加回数は把握できていない。

公私・幼保・幼小連携に向け
た研修への積極的な参加が
望まれる。

3 認定こども園化の支援
H31.4月に幼保連携型認定こども園として、とやまこ
ども園が幼稚園から移行した。

取組の
実施

（例年）
3 － 必要に応じて、支援していく。

活用できる各種補助制度等
の情報提供や事務手続きの
指導など、県と連携しながら、
支援を行っていく。

幼児教育・保
育課

4 保育園民営化
公募を実施したが、事業者の選定には至らなかっ
た。

取組の
実施

（例年）
3 －

応募事業者からの意見等を参考
にしながら、募集要項等の見直し
を行う。

今後は第２期小牧市子ども・
子育て支援事業計画に基づ
き、適切な時期に公募を実施
する。

幼児教育・保
育課

5
就学前施設と小中学校との
連携の推進

幼年期教育連携推進会議を実施し、幼年期教育研
修会を開催した。
研修参加者数：65人

研修
参加者数
（例年）

3 －
小中学校教員の参加が増えてき
た。

子ども達の連続した学びを共
通のものとし、幼稚園、保育
園、小・中学校それぞれが取
り組んでいることを理解し合う
ための研修内容を今後も検討
していく。

幼児教育・保
育課

こども･子育て会議での意見

2 教育・保育の質の向上

保育サービス・幼児教育を充実します

幼児教育・保
育課

No 取り組み R1年度実績
質的分析

（R1意見・評判・需要）
課題・特記すべき事項等 担当課

評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況
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1　施策の展開 基本目標４

施策１ 母子保健事業の充実

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

1 親子健康手帳交付
1,079人の妊娠届出に対して親子健康手帳を交付し
た。保健師・助産師の専門職が全員に対して面接を
実施し交付している。

子育て世代
包括支援セ
ンター

2 自己肯定感の醸成

子どもの自己肯定感がどのように高められるかを分
かりやすく説明した動画を配信し、乳幼児を持つ親
とそれを支える地域の人々に伝えた。
　また、市内の小中学校において、「小牧市生と性
のカリキュラム＝小学校・中学校版＝」を推進した。
（動画配信のPRチラシを乳幼児健診等で配布、生と
性のカリキュラム小・中・高校生4,266人、出前講座
113人、4か月児健診時健康教育962人）

参加者数
（例年）

3 —
生と性のカリキュラムは小・中・高
校27校で実施した。出前講座は５
団体で実施した。

ほぼ例年と同数の受講者数で
あるが、性的マイノリティやす
べての年代の人の自己肯定
感が高められることができるよ
う社会情勢に合わせたカリ
キュラムについて推進してい
けるよう、今後も検討してい
く。

保健セン
ター

3 妊婦健康診査事業
安心・安全な出産を迎えられるよう妊娠届出及び妊
婦転入時に妊婦健康診査受診票（15枚/人）を交付
した。対象人数：1,284人、受診票枚数：13,875枚

対象人数
健診回数
（見込）

3 -

経済的負担の軽減及び疾病の早
期発見・早期対応を図り、安心・
安全なお産につなげることができ
た。

子育て世代
包括支援セ
ンター

4 乳児家庭全戸訪問事業

育児をスタートしたばかりの世帯を保健連絡員等が
訪問し、親子の成長を見守るとともに、専門的及び
継続的支援が必要な家庭に対し、保健センター事業
へとつなげた。対象1,096人（うち外国人96人）中、
920人（うち外国人74人）に訪問を実施。そのうち、継
続支援につながったケース52人。

訪問件数
（見込）

2 -

地域での見守り・声掛けを目的に平
成28年度より外国人の保護者にも、
赤ちゃん訪問事業を実施。外国人へ
の訪問も増えており、訪問の趣旨など
を理解していただけるよう多言語によ
るチラシを作成した。訪問実施件数と
継続支援につながったケース数は前
年度より増加している。2年度は産科
医療機関からの周知も依頼する予
定。

子育て世代包括支援セン
ター・産科医療機関との連携
により早期に継続支援につな
がっているケースもあることか
ら訪問数も増加した。

保健セン
ター

親子が健やかに育み合うことを支援します

担当課No 取り組み R1年度実績
質的分析

（R1意見・評判・需要）
課題・特記すべき事項等

評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況
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1　施策の展開 基本目標４

施策１ 母子保健事業の充実

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

5 養育支援訪問事業

【専門的支援】
専門的支援が必要な家庭（実477件）に対して、延
589件の訪問を実施した。
【育児・家事援助】
支援を必要としている家庭（実3件）に対して、延13
時間支援を実施。

訪問件数
（見込）

2 －

【専門的支援】
専門的支援が必要な家庭に対し
て、複数回対応できるよう体制を
整えた。
【育児・家事援助】
平成30年9月より、産前産後ヘル
パー事業を実施。昨年度と同程
度の利用である。

新型コロナウイルス感染蔓延
防止対策のため、3月実施予
定の専門的支援について、母
からの申し出等により訪問を
中止し電話相談で対応した
り、訪問依頼そのものが減少
したため、訪問件数が見込み
より減少している。

子育て世代
包括支援セ
ンター

6
保健師・栄養士・歯科衛生士
による訪問

育児不安の軽減を図るために訪問し、必要な支援を
実施した。（延べ559件：妊婦69件、乳児161件、幼児
235件、母親他94件に対して訪問にて保健指導を実
施）

訪問件数
（例年）

3 -

平成30年9月に子育て世代包括
支援センターが開設され、妊娠期
から継続的な支援が実施してい
る。

訪問が必要な親子について
は、子育て世代包括支援セン
ターと情報共有を密にして地
区担当保健師が訪問している
が、より連携を深め切れ目の
ない支援を図る。

子育て世代
包括支援セ
ンター、保
健センター

7 育児相談

【市内児童館巡回育児相談】
市内7ヶ所の児童館において、子育て世代包括支援
センターの保健師、助産師が巡回育児相談を実施
した。（小牧南・大城児童館3回/年、それ以外の児
童館4回/年）
相談件数：延544件/年
【母乳相談】
母乳育児等について相談支援が必要な者に対し
て、母乳相談を実施した。
相談件数：延127件/年
【アニバーサリー事業】
子育て世代包括支援センター及び市内7か所の児
童館において、1歳のお誕生日の節目に育児相談
等を実施。必要に応じて関係機関と連携した。

相談件数：765件/年（うち、継続支援：42件）
乳幼児発達相談・運動発達相談や育児相談、育児
相談専用電話「こまねっと」等を通じて、育児に関す
る相談を行い、育児不安の軽減を図った。（発達相
談258件、運動発達相談69件、電話相談156件）

相談件数
（例年）

3 -

平成30年9月に子育て世代包括
支援センターが開設され、妊娠期
から継続的な支援が実施されて
いる。

新型コロナウイルス感染蔓延
防止対策のため、3月実施予
定の育児相談（小牧南児童
館・大城児童館）を中止し、個
別対応に切り替えて実施し
た。
母乳相談とアニバーサリー事
業については、中止はしてい
ないが、外出自粛により、3月
の相談件数そのものが減少し
ている。
発達相談、運動発達相談につ
いては、昨年度より増加して
いるが、電話相談について
は、子育て世代包括支援セン
ターが開設されたことにより、
相談件数が減少している。

子育て世代
包括支援セ
ンター、保
健センター

担当課

親子が健やかに育み合うことを支援します

No 取り組み R1年度実績
評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

質的分析
（R1意見・評判・需要）

課題・特記すべき事項等

22



1　施策の展開 基本目標４

施策１ 母子保健事業の充実

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

9 母親歯科健康診査

母親の口腔内の状況を定期的に把握することで、歯
科疾患の早期発見、早期予防を図り、子どもの健康
への影響の予防に努めた。（母親歯科健診受診率
94.6%）

引き続き、子どもの口腔内に
限らず、母親の口腔内にも関
心をもっていただけるよう、引
き続き取り組む。新型コロナ
ウィルス感染拡大防止のため
3月に実施予定の乳幼児健診
については、中止した。

保健セン
ター

10 パパママ教室・離乳食教室

パパママ教室を開催し、安心して妊娠・出産・育児に
のぞめるよう支援するとともに、家族が一緒に子育
てをする気持ちづくりの手助けをした。また、離乳食
教室を開催し、各時期に応じた適切な離乳ができる
よう指導・助言を行った。（パパママ教室：年間5回開
催、107組参加うち夫の参加105人、離乳食ごっくん
教室：239組、かみかみ教室：162組）

参加組数
（例年）

3 -

パパママ教室については、定員
30組のところ、毎回20～25組程参
加されている。離乳食教室につい
ては、会によってばらつきはある
が、毎回の参加者数は、初期に
ついては定員27人に対し8割程度
、後期は定員21人に対し７割程
度。

新型コロナウイルス感染拡大
防止のため、３月は実施せ
ず。 また子育て世代包括支援
センターや児童館で離乳食に
関する相談もあることから教
室についてSNSなど活用し周
知し連携を図っていく。

保健セン
ター

11 予防接種

適切な時期に予防接種ができるよう予診票を送付し
て支援に努めた。健診等で来所した際に接種歴を
確認し、未接種者に対し指導と助言を行った。
（BCG89.2%、麻しん風しん混合第１期98.2%、麻しん
風しん混合第2期92.5%）

保健セン
ター

担当課

こども･子育て会議での意見
・妊婦健康診査事業について、受診票を配布した対象者の受診率を把握する方法を検討願いたい。
・訪問による支援が必要な親子について、判断基準および支援内容を情報提供願いたい。

親子が健やかに育み合うことを支援します

No 取り組み R1年度実績
評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

質的分析
（R1意見・評判・需要）

課題・特記すべき事項等
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1　施策の展開 基本目標４

施策２ 小児医療の充実

※実施状況…４：計画を実施（見込以上/例年以上）　３：計画を実施（見込並/例年並）　２：計画を実施（見込未満/例年未満）　１：計画不実施/縮小
※需要状況…大：計画や実施状況よりも需要が大きい　－：計画や実施状況と同程度である（もしくは需要による評価が適切ではない）　小：計画や実施状況よりも需要が小さい

1
休日急病診療所（小児医療
科）の充実

休日急病診療所での小児医療の継続に努めるとと
もに市内小児医療の情報提供と休日急病診療所で
の市内医療の周知に努めた。

取組の
実施

（例年）
3 -

休日急病診療所での小児医療に
関する問題等意見は寄せられて
いない。引き続き小児医療の継
続に努める。

保健セン
ター

こども･子育て会議での意見

親子が健やかに育み合うことを支援します

評価
指標

（対比視点）

実施
状況

需要
状況

課題・特記すべき事項等No 取り組み R1年度実績
質的分析

（R1意見・評判・需要）
担当課
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（１）保育事業の見込みと確保の方策

事業名

●全市
見込み

2号 2号 2号 2号 2号

3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳

1,842 72 773 1,833 70 763 1,789 70 757 1,936 69 785 2,006 82 800

認定こども園･保育園 2,022 88 780 2,022 88 780 2,022 88 780 2,080 72 638 2,280 81 683

地域型保育 12 64 18 96 18 96 52 194 52 194

180 28 71 189 36 113 233 36 119 144 55 47 274 51 77

実績

2号 2号 2号 2号 2号

3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳

1,809 43 720 1,834 52 768 1,853 50 733 1,828 60 694 1,795 59 762

認定こども園･保育園 1,951 44 655 2,022 87 625 2,086 76 639 2,210 88 684 2,384 103 745

地域型保育 － 9 38 0 18 117 0 43 146 0 56 219 0 56 219

142 10 -27 188 53 -26 233 69 52 382 84 209 589 100 202

●東部地区
見込み

2号 2号 2号 2号 2号

3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳

344 10 157 343 10 146 315 10 141 390 7 140 400 10 145

認定こども園･保育園 452 25 163 452 25 163 452 25 163 436 15 150 436 15 150

地域型保育 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

108 15 6 109 15 17 137 15 22 46 8 10 36 5 5

実績

2号 2号 2号 2号 2号

3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳

352 3 130 362 6 141 380 5 132 364 4 117 332 4 118

認定こども園･保育園 383 6 130 426 12 138 431 15 150 487 28 168 484 28 171

地域型保育 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

31 3 0 64 6 -3 51 10 18 123 24 51 152 24 53

①実績

②確保の内容

②－①

30年度 R1年度

3号 3号 3号 3号 3号

①量の見込み

②確保の内容

②－①

27年度 28年度 29年度

30年度 R1年度

3号 3号 3号 3号 3号

①実績

②確保の内容

②－①

27年度 28年度 29年度

30年度 R1年度

3号 3号 3号 3号 3号

①量の見込み

②確保の内容

②－①

27年度 28年度 29年度

27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

3号 3号 3号 3号 3号

2　教育・保育の量の見込みと提供体制の確保

保育園、認定こども園、地
域型保育事業

提供区域 ３区域

事業内容

●児童福祉法に基づき、保護者の労働、疾病等の理由で、家庭において乳
幼児を保育することができない保護者に代わって、その乳幼児の心身の健
全な発達をめざし保育することを目的とする事業

●全市域の保育園は21園（公立15園、私立6園）
（平成31年4月よりじょうぶし保育園が新たに開園）

●中部地区に平成27年度より小規模保育事業所を設置し、令和元年5月1日
現在17施設（令和元年5月より小規模保育園こすもが新たに開園）

●全市域の認定こども園数は2園
（平成31年4月より外山幼稚園が幼保連携型認定こども園へ移行）

25



●中部地区
見込み

2号 2号 2号 2号 2号

3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳

1,088 46 459 1,093 45 458 1,078 45 457 1,168 52 495 1,218 60 500

認定こども園･保育園 1,128 45 427 1,128 45 427 1,128 45 427 1,212 36 331 1,412 45 376

地域型保育 12 64 18 96 18 96 52 194 52 194

40 11 32 35 18 65 50 18 66 44 36 30 194 37 70

実績

2号 2号 2号 2号 2号

3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳

1,060 33 436 1,095 36 467 1,116 36 457 1,125 44 459 1,126 43 512

認定こども園･保育園 1,124 23 371 1,140 54 333 1,224 39 332 1,275 39 345 1,452 54 403

地域型保育 － 9 38 18 117 43 146 56 219 0 56 219

64 -1 -27 45 36 -17 108 46 21 150 51 105 326 67 110

●西部地区
見込み

2号 2号 2号 2号 2号

3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳

410 16 157 397 15 159 396 15 159 378 10 150 388 12 155

認定こども園･保育園 442 18 190 442 18 190 442 18 190 432 21 157 432 21 157

地域型保育 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

32 2 33 45 3 31 46 3 31 54 11 7 44 9 2

実績

2号 2号 2号 2号 2号

3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳 3-5歳 0歳 1-2歳

397 7 154 377 10 160 357 9 144 339 12 118 337 12 132

認定こども園･保育園 444 15 154 456 21 154 431 22 157 448 21 171 448 21 171

地域型保育 － 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

47 8 0 79 11 -6 74 13 13 109 9 53 111 9 39

こども･子育て会議での意見

①実績

②確保の内容

②－①

確保の内容（提供体制）
特に中部地区の低年齢児の保育ニーズに対応するため、小規模保育
事業所の設置を進め、令和元年度には中部公民館内に公立の小規模
保育園こすもを開園した。

備考（課題･問題点等）
地区ごとの保育ニーズと受入れ枠とのバランスを考慮しながら、適切な
利用定員の設定について検討していく。

30年度 R1年度

3号 3号 3号 3号 3号

①量の見込み

②確保の内容

②－①

27年度 28年度 29年度

30年度 R1年度

3号 3号 3号 3号 3号

①実績

②確保の内容

②－①

27年度 28年度 29年度

30年度 R1年度

3号 3号 3号 3号 3号

①量の見込み

②確保の内容

②－①

27年度 28年度 29年度

30年度 R1年度

3号 3号 3号 3号 3号

27年度 28年度 29年度
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（２）教育事業の見込みと確保の方策

事業名

●全市
見込み

1号 2号 1号 2号 1号 2号 1号 2号 1号 2号

市内 1,654 388 1,653 384 1,613 376 1,774 197 1,758 195
他市の子ども 犬山市 30 犬山市 30 犬山市 30 犬山市 30 犬山市 30

幼稚園･ 市内 2,868 市内 2,868 市内 2,868 市内 2,711 市内 2,571

認定こども園 犬山市 120 犬山市 120 犬山市 120 犬山市 120 犬山市 120

　②－① 916 921 969 830 708

実績

市内
他市の子ども 犬山市 31 犬山市 23 犬山市 23 犬山市 33 犬山市 33

幼稚園･ 市内 2,868 市内 2,868 市内 2,711 市内 2,711 市内 2,559

認定こども園 犬山市 130 犬山市 126 犬山市 120 犬山市 120 犬山市 120

　②－① 1,005 1,049 955 933 937

●東部地区
見込み

1号 2号 1号 2号 1号 2号 1号 2号 1号 2号

市内 533 125 532 124 488 114 537 60 508 56
他市の子ども 犬山市 30 犬山市 30 犬山市 30 犬山市 30 犬山市 30

幼稚園･ 市内 1,218 市内 1,218 市内 1,218 市内 1,061 市内 1,061

認定こども園
　②－① 530 532 586 434 467

実績

市内
他市の子ども 犬山市 27 犬山市 20 犬山市 16 犬山市 26 犬山市 27

幼稚園･ 市内 1,218 市内 1,218 市内 1,061 市内 1,061 市内 1,061

認定こども園 犬山市 0 犬山市 0 犬山市 0 犬山市 0 犬山市 0

　②－① 563 571 447 408 450

584

②確保の内容

3-5歳 3-5歳 3-5歳 3-5歳 3-5歳

 ①実績
628 627 598 627

R１年度

 ①実績
1,962 1,922 1,853 1,865 1,709

②確保の内容

27年度 28年度 29年度 30年度 R１年度

3-5歳 3-5歳 3-5歳 3-5歳 3-5歳

①量の見込み

①量の見込み

②確保の内容

27年度 28年度 29年度 30年度

②確保の内容

27年度 28年度 29年度 30年度

R１年度
3-5歳 3-5歳 3-5歳 3-5歳 3-5歳

R１年度
3-5歳 3-5歳 3-5歳 3-5歳 3-5歳

2　教育・保育の量の見込みと提供体制の確保

幼稚園、認定こども園 提供区域 ３区域

事業内容

●学校教育法に基づき、幼児を保育し、適当な環境を与えて、その心身
の発達を助長する幼児教育を実施する事業

●全市域の幼稚園は9園（公立1園、私立8園）

●全市域の認定こども園数は2園
（平成31年4月より外山幼稚園が幼保連携型認定こども園へ移行）

27年度 28年度 29年度 30年度
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●中部地区
見込み

1号 2号 1号 2号 1号 2号 1号 2号 1号 2号

市内 938 220 942 220 946 222 1,037 115 1,049 117
他市の子ども
幼稚園･ 市内 1,340 市内 1,340 市内 1,340 市内 1,340 市内 1,200

認定こども園 犬山市 120 犬山市 120 犬山市 120 犬山市 120 犬山市 120

　②－① 302 298 292 308 154

実績

市内
他市の子ども 犬山市 3 犬山市 3 犬山市 7 犬山市 7 犬山市 6

幼稚園･ 市内 1,340 市内 1,340 市内 1,340 市内 1,340 市内 1,188

認定こども園 犬山市 130 犬山市 126 犬山市 120 犬山市 120 犬山市 120

　②－① 358 368 383 400 365

●西部地区
見込み

1号 2号 1号 2号 1号 2号 1号 2号 1号 2号

市内 183 43 179 40 179 40 200 22 201 22
他市の子ども
幼稚園･ 市内 310 市内 310 市内 310 市内 310 市内 310

認定こども園
　②－① 84 91 91 88 87

実績

市内
他市の子ども 犬山市 1 犬山市 0 犬山市 0 犬山市 0 犬山市 0

幼稚園･ 市内 310 市内 310 市内 310 市内 310 市内 310

認定こども園 犬山市 0 犬山市 犬山市 0 犬山市 0 犬山市 0

　②－① 84 110 125 125 122

こども･子育て会議での意見

188

②確保の内容

確保の内容（提供体制） 私立幼稚園、認定こども園（幼稚園部門）において確保している。

備考（課題・問題点等）

3-5歳 3-5歳 3-5歳 3-5歳 3-5歳

 ①実績
225 200 185 185

②確保の内容

27年度 28年度 29年度 30年度 R１年度

3-5歳 3-5歳 3-5歳 3-5歳 3-5歳

①量の見込み

937

②確保の内容

27年度 28年度 29年度 30年度 R１年度

3-5歳 3-5歳 3-5歳 3-5歳 3-5歳

 ①実績
1,109 1,095 1,070 1,053

②確保の内容

27年度 28年度 29年度 30年度 R１年度

3-5歳 3-5歳 3-5歳 3-5歳 3-5歳

①量の見込み

27年度 28年度 29年度 30年度 R１年度
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（１）時間外保育事業の見込みと確保の方策

事業名

事業内容

見込み
全体 27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①量の見込み 178 178 174 290 320
②確保の内容 178 178 174 290 320
②－① 0 0 0 0 0

実績
全体 27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①実績 290 258 331 290 257
②確保の内容 290 258 331 290 257
②－① 0 0 0 0 0

備考（課題･問題点等）

こども･子育て会議での意見

3 地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと提供体制の確保

時間外保育事業 提供区域 市全域

●保育時間が11時間を超える保育ニーズに対応したサービスを提供する
事業

確保の内容（提供体制）

私立保育園６園（村中・味岡・みなみ・篠岡・レイモンド小牧・じょ
うぶし）、公立保育園３園（大山・小木・大城）の９園で確保してい
る。
7:00～7:30　18:30～19:00
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（２）放課後児童健全育成事業（放課後児童クラブ）の見込みと確保の方策

見込み
27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①量の見込み 低学年 1,686 1,630 1,626 1,605 1,605
（通年、長期休業期
間利用者を含む） 高学年 562 542 539 536 532

合計 2,248 2,172 2,165 2,141 2,137
2,140 2,172 2,165 2,141 2,137

※▲108 0 0 0 0

実績
27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①実績 低学年 1,591 1,679 1,680 1,580 1,632
（通年、長期休業期
間利用者を含む）

高学年 464 657 660 637 645

合計 2,055 2,336 2,340 2,217 2,277
2,055 2,336 2,340 2,217 2,277

0 0 0 0 0

※量の見込みは1年生から6年生までの利用希望を算出したものであり、27年度は5年生までが対
象で6年生は対象でないため、確保の不足数（▲108）が生じています。

②確保の内容
②－①

事業内容

●昼間保護者が就労などで家庭にいない小学校に就学している児童を対象として、
放課後等に家庭に代わる適切な遊びと生活の場を提供し、放課後児童の健全育成を
図る事業

●16小学校区で実施

②確保の内容
②－①

3 地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと提供体制の確保

事業名
放課後児童健全育成事業

提供区域 小学校区
（放課後児童クラブ）
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①量の見込の内容＜小学校区＞

見込み
27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

82 72 64 55 48
27 24 21 19 16

109 96 85 74 64
105 98 95 91 89
35 33 32 31 29

140 131 127 122 118
186 185 191 194 200
62 62 63 65 66

248 247 254 259 266
86 78 74 69 65
29 26 24 23 21

115 104 98 92 86
174 182 196 208 222
58 61 65 69 73

232 243 261 277 295
66 59 53 47 42
22 20 18 16 14
88 79 71 63 56
80 77 78 77 78
26 26 26 26 26

106 103 104 103 104
138 130 125 119 116
46 43 42 40 39

184 173 167 159 155
155 154 156 157 159
52 51 52 52 53

207 205 208 209 212
118 113 110 106 103
39 37 36 35 34

157 150 146 141 137
68 70 73 76 79
23 23 24 25 26
91 93 97 101 105
86 86 89 91 95
29 28 30 31 32

115 114 119 122 127
144 139 140 140 140
48 46 46 46 47

192 185 186 186 187
86 84 85 85 85
29 28 28 28 28

115 112 113 113 113
43 42 42 41 41
14 14 14 14 14
57 56 56 55 55
69 61 55 49 43
23 20 18 16 14
92 81 73 65 57

大城
低学年
高学年
合計

三ッ渕
低学年
高学年
合計

陶
低学年
高学年
合計

村中
低学年
高学年
合計

小牧南
低学年
高学年
合計

小牧原
低学年
高学年
合計

小木
低学年
高学年
合計

小牧
低学年
高学年
合計

味岡
低学年
高学年
合計

光ヶ丘
低学年
高学年
合計

篠岡
低学年
高学年
合計

北里
低学年
高学年
合計

本庄
低学年
高学年
合計

一色
低学年
高学年
合計

米野
低学年
高学年
合計

児童クラブ名

桃ヶ丘
低学年
高学年
合計
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実績
27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

75 104 104 98 94
17 29 38 39 37
92 133 142 137 131

103 122 117 108 111
32 39 41 41 48

135 161 158 149 159
167 178 160 138 148
39 74 66 67 57

206 252 226 205 205
92 92 94 91 91
28 36 42 43 35

120 128 136 134 126
137 134 128 117 130
53 87 90 50 44

190 221 218 167 174
76 85 63 72 70
19 25 37 48 45
95 110 100 120 115
80 75 77 73 78
29 47 38 42 37

109 122 115 115 115
135 140 151 127 131
40 41 48 49 48

175 181 199 176 179
149 144 172 148 187
35 48 49 49 45

184 192 221 197 232
140 136 123 106 112
24 39 44 39 34

164 175 167 145 146
62 71 73 73 79
21 22 18 19 29
83 93 91 92 108
87 82 90 87 70
26 53 31 39 39

113 135 121 126 109
110 131 145 160 153
38 46 35 43 60

148 177 180 203 213
67 75 70 75 67
20 21 35 27 28
87 96 105 102 95
41 51 55 53 51
17 14 17 23 29
58 65 72 76 80
70 59 58 54 60
26 36 31 19 30  
96 95 89 73 90

備考（課題･問題点等）
令和２年度より放課後児童健全育成事業の整備及び運営に関する基準の
経過措置が終了となり、支援員や設備の確保がより一層の課題となる。

こども･子育て会議での意見

大城
低学年
高学年
合計

確保の内容（提供体制）
昨年度より登録児童数が増加したが、待機児童を出すことなく事業を行うこ
とができた。

三ッ渕
低学年
高学年
合計

陶
低学年
高学年
合計

村中
低学年
高学年
合計

小牧南
低学年
高学年
合計

小牧原
低学年
高学年
合計

小木
低学年
高学年
合計

小牧
低学年
高学年
合計

味岡
低学年
高学年
合計

光ヶ丘
低学年
高学年
合計

篠岡
低学年
高学年
合計

北里
低学年
高学年
合計

本庄
低学年

合計

一色
低学年
高学年
合計

米野
低学年
高学年
合計

児童クラブ名

桃ヶ丘
低学年
高学年
合計
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（３）子育て短期支援事業（ショートステイ）の見込みと確保の方策

事業名

見込み
全体 27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①量の見込み 10 10 10 10 9
②確保の内容 21 21 21 21 21
②－① 11 11 11 11 12

実績
全体 27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①実績 0 8 0 0 0
②確保の内容 0 21 0 0 0
②－① 0 13 0 0 0

・施設の空きがないことを要因として、ショートステイの利用実績がゼロとなっているため、施設の確保
等、相談者の信頼に応えられるような取組みについて検討願いたい。

3 地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと提供体制の確保

子育て短期支援事業
（ショートステイ）

提供区域 市全域

事業内容

●保護者が疾病、出産、育児不安等で家庭による養育が一時的に困難になった場
合、１週間以内（宿泊を伴う）を原則として児童養護施設等で子どもを預かる事業

●竜陽園（2歳まで）、溢愛館（2歳以上）の2か所で実施

確保の内容（提供体制）

備考（課題･問題点等）
ショートステイ利用の相談はあるが、施設の空きがなく、児童相談センター
の一時保護等を勧めている状況。

こども・子育て会議での意見
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（４）地域子育て支援拠点事業の見込みと確保の方策

事業名

見込み
全体 27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①量の見込み 90,763 89,428 88,372 87,080 85,615
220,000 220,000 220,000 220,000 220,000
（9箇所） （9箇所） （9箇所） （9箇所） （9箇所）

②－① 129,237 130,572 131,628 132,920 134,385

実績
全体 27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①実績 221,470 222,795 211,209 181,689 143,416
221,470 222,795 211,209 181,689 143,416

（９箇所） （９箇所） （９箇所） （８箇所） （8箇所）
②－① 0 0 0 0 0

こども・子育て会議での意見

②確保の内容

②確保の内容

確保の内容（提供体制）

備考（課題･問題点等）
子育て家庭の相談に乗り、子育てに対する不安軽減を図るため、引き続き
職員研修を実施し、質の向上にも努めていく。

3 地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと提供体制の確保

地域子育て支援拠点事業 提供区域 市全域

事業内容

●乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育てについての相
談、情報の提供、助言その他の援助を行う事業

●中央子育て支援センター、子育て広場、各児童館（7館）の子育て支援室で実施
※30年度9月から子育て広場は廃止、中央子育て支援センターは子育て世代包括支
援センターへ
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（５）一時預かり事業の見込みと確保の方策

事業名

見込み
27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①量の見込み 16,466 16,435 16,005 16,073 15,837
②確保の内容 34,700 34,700 34,700 34,700 34,700

②－① 18,234 18,265 18,695 18,627 18,863

①量の見込み 2,176 2,158 2,117 2,106 2,073
②確保の内容 2,176 2,158 2,117 2,106 2,073

②－① 0 0 0 0 0

実績
27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①実績 31,103 33,583 46,000 49,000 45,482
②確保の内容 31,103 33,583 46,000 49,000 45,482

②－① 0 0 0 0 0

①実績 3,122 3,165 4,109 4,255 4,680
②確保の内容 3,122 3,165 4,109 4,255 4,680

②－① 0 0 0 0 0

・一時預かり事業にかかる新2号該当の対象者数について、情報提供を望む。
・平成27年度から令和元年度の実績推移にて5年間で約1.5倍になっていることは、高評価である。

幼稚園におけ
る在 園児 を対
象とした一時預
かり

そ の 他 （ 保 育
園 、 未 就 学 児
フ ァ ミ リ ー サ
ポート事業等）

幼稚園におけ
る在 園児 を対
象とした一時預
かり

そ の 他 （ 保 育
園 、 未 就 学 児
フ ァ ミ リ ー サ
ポート事業等）

確保の内容（提供体制）

・幼稚園在園児を対象とした一時預かり（預かり保育）については、私立幼
稚園・認定こども園において教育時間を延長し、必要に応じて保育を実施
（私学助成を活用）
・未就園児を対象に、一時的に保育が必要となった児童を対象とした一時
預かり（一時保育）については、保育園で実施
（公立保育園は緊急的な場合のみ実施）

備考（課題･問題点等） 需要の増大に対応できる受け入れ体制、人員確保が課題。

こども・子育て会議での意見

3 地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと提供体制の確保

一時預かり事業 提供区域 市全域

事業概要

●幼稚園における在園児を対象とした一時預かり
私立幼稚園での、通常の教育時間後や長期休業中などに、保護者の希望に応じて、
預かり保育を実施している事業

●その他
保護者の就労、疾病、出産または育児疲れの解消などのために、保育園等で一時的
な子どもの保育を実施している事業
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（６）病児保育事業の見込みと確保の方策

事業名

●病児対応型
見込み

27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①量の見込み 1,301 1,291 1,266 1,260 1,240
②確保の内容 2,400 2,400 2,400 2,400 2,400
②－① 1,099 1,109 1,134 1,140 1,160

実績

27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①実績 747 677 811 734 774
②確保の内容 2,400 2,400 2,400 2,400 2,400
②－① 1,653 1,723 1,589 1,666 1,626

●体調不良児対応型
見込み

27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①量の見込み - 120 240 480 480
②確保の内容 - 480 960 1,920 1,920
②－① - 360 720 1,440 1,440

実績

27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①実績 - 250 758 917 1,077

②確保の内容 - 480 960 1,920 1,920

②－① - 230 202 1,003 843

3 地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと提供体制の確保

病児保育事業 提供区域 市全域

事業概要

●子どもが病気で、かつ保護者が家庭で保育を行うことが困難な場合に、専用施設で
一時的に子どもを預かる事業、並びに保育中の体調不良児を一時的に預かるほか、
保育所入所児に対する保健的な対応をする事業

●病児保育を2か所、体調不良児対応型を4か所で実施

確保の内容（提供体制）

（病児対応型）
市内にある2箇所の診療所に併設された専用施設で実施
はやしこどもクリニック（ポケットクラブ）：定員9人
小木みなみクリニック（ゆうかり）：定員4人
（体調不良児対応型）
私立保育園４園（味岡・みなみ・篠岡・レイモンド小牧）で実施
看護師を配置し、対応

備考（課題･問題点等） 需要の増大に対応できる受け入れ体制、人員確保が課題。

こども・子育て会議での意見
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（７）子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業）の見込みと確保の方策

事業内容

見込み
27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①量の見込み 491 485 489 478 470
②確保の内容 491 485 489 478 470

②－① 0 0 0 0 0

実績

27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①実績 898 874 686 583 384
②確保の内容 898 874 686 583 384
②－① 0 0 0 0 0

※利用件数

●就学児童の放課後児童クラブへの送迎など、一時的に子どもを預かって
ほしい会員の依頼に応じて、育児の手助けができる会員を紹介する事業

確保の内容（提供体制）
就学児童の利用については、放課後児童クラブの運営時間や
学年の拡大により利用者が減少傾向にあるが、依頼に対して適
切な援助を行うことができた。

備考（課題･問題点等）
利用会員と比較し、援助会員が不足しているため、会員獲得方
法について検討する必要がある。

こども・子育て会議での意見

3 地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと提供体制の確保

事業名
子育て援助活動支援事業

提供区域 市全域
（ファミリー・サポート・センター事業）
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（８）利用者支援事業の見込みと確保の方策

事業内容

見込み
27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①量の見込み 0 0 1 2 2
②確保の内容 0 0 1 2 2
②－① 0 0 0 0 0

実績
27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①実績 0 0 1 1 1
②確保の内容 0 0 1 1 1
②－① 0 0 0 0 0

3 地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと提供体制の確保

事業名 利用者支援事業 提供区域 市全域

●教育・保育・保健施設や地域の子育て支援事業の情報を集約
し、利用者が多様な子育て支援サービスの中から適切なものを
選択できるよう情報提供を行い、子育て家庭からの相談に応じる
とともに、関係機関との連絡調整を実施し、妊娠・出産・育児期に
渡り切れ目なく支援を行う事業。

確保の内容（提供体制）
相談に応じて、保健師、助産師、保育士等の専門職
が対応した。

備考（課題･問題点等）

こども・子育て会議での意見
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（９）乳児家庭全戸訪問事業の見込みと確保の方策

見込み（人）
27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①量の見込み 1,158 1,143 1,126 1,108 1,086
②確保の内容 1,363 1,345 1,325 1,304 1,278
②－① 205 202 199 196 192

実績（人）
27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①実績 1,056 1,138 1,062 960 920
②確保の内容 1,308 1,230 1,188 1,101 1,096
②－① 252 92 126 141 176

3 地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと提供体制の確保

事業名
保健連絡員・保健連
絡員OBによる赤ちゃ
ん訪問

提供区域 市全域

事業内容

●生後4か月までの乳児のいるすべての家庭を訪問し、地域に
自分のことを知っている「頼れる近所のおばさん」がいることを親
子に知ってもらう事業

●子育て支援に関する情報の提供や親子の心身の状況や育児
状況などに耳を傾け、必要に応じて専門的・継続的支援につなげ
る事業

確保の内容（提供体制）
地域のボランティアである保健連絡員が訪問し、地
域とのつながりをもちながら子育てできるよう支援し
ている。

備考（課題･問題点等）
多国籍の方も増えてきており、多言語によるチラシを
作成し周知を図っている。

こども・子育て会議での意見
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（１０）養育支援訪問事業の見込みと確保の方策

事業内容

見込み
27年度 28年度 29年度 30年度 R１年度

①量の見込み 350 350 350 500 500
②確保の内容 350 350 350 500 500
②－① 0 0 0 0 0

実績
27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①実績 364 365 439 489 589
②確保の内容 364 364 514 514 704
②－① 0 -1 75 25 115

3 地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと提供体制の確保

事業名
助産師による妊婦・
産婦・新生児・乳児訪
問

提供区域 市全域

●出産前後の不安の強い時期に必要に応じて訪問し、育児不安
の軽減を図る事業

確保の内容（提供体制）
専門的支援が必要な家庭に対して、複数回対応でき
るよう体制を整えた。

備考（課題･問題点等）

こども・子育て会議での意見
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（１１）妊婦に対する健康診査（妊婦健康診査事業）の見込みと確保の方策

事業名

事業内容

見込み
27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

対象人数（人） 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500
健診回数（回） 18,000 18,000 18,000 18,000 18,000
対象人数（人） 1,500 1,500 1,500 1,500 1,500
健診回数（回） 22,500 22,500 22,500 22,500 22,500
対象人数（人） 0 0 0 0 0
健診回数（回） 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

実績
27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

対象人数（人） 1,490 1,488 1,372 1,295 1,284

受診券枚数
（枚）

16,929 16,329 15,776 13,366 13,875

対象人数（人） 1,490 1,488 1,372 1,295 1,284

受診券枚数
（枚）

22,350 22,320 20,580 19,425 19,260

対象人数（人） 0 0 0 0 0

受診券枚数
（枚）

5,421 5,991 4,804 6,059 5,385
②－①

確保の内容（提供体制）
安心・安全なお産が迎えられるよう、妊娠届出時・転
入時に妊婦健康診査受診票（計15枚）を交付した。

備考（課題･問題点等）

こども・子育て会議での意見

②確保の内容

3 地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと提供体制の確保

妊婦に対する健康診査
（妊婦健康診査事業）

提供区域 市全域

●妊婦と胎児の健康の保持増進及び異常の早期発見により、適正
な医療や保健指導等につながることで、安全で安心な出産ができる
環境を整え、健全な育児に臨めるように、必要な回数の妊婦健康診
査の受診を促し、公費負担を行う事業

①量の見込み

②確保の内容

②－①

①実績
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（１２）実費徴収に係る補足給付事業の見込みと確保の方策

事業名

事業内容

見込み
27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①量の見込み ― 21 21 21 21
②確保の内容 ― 21 21 21 21
②－① ― 0 0 0 0

実績
27年度 28年度 29年度 30年度 R1年度

①実績 ― 21 15 11 1,690
②確保の内容 ― 21 15 11 1,690
②－① ― 0 0 0 0

備考（課題･問題点等）

こども・子育て会議での意見

3 地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと提供体制の確保

実費徴収に係る補足給
付事業

提供区域 市全域

●保護者の世帯所得の状況等を勘案して、特定教育・保育施設等に対して
保護者が支払うべき日用品、文房具その他の教育・保育に必要な物品の購
入に必要な費用又は行事への参加に要する費用等を助成する事業
●新制度未移行の幼稚園の利用者で一定の要件（年収360万未満等）を満
たした世帯への副食費を助成する事業【R1.10月～】

確保の内容（提供体制）

令和元年１０月からスタートした幼児教育・保育の無償化制度に
より、従来の対象に加え、新制度未移行の幼稚園の利用者で
一定の要件（年収360万未満等）を満たした世帯への副食費の
助成が本事業に追加され、対象が増大しているが、必要な予算
を確保し、対象世帯に助成していく。
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